
突発的な受注増減や急な納期対応による、生産工程、管理に悩まされ
ていました。極力自動化していくことに加え、いくつものアナログ改善
をうまく組み合わせることで、営業受注効率化を測りました。平均25%
の対応速度向上と、22%の負荷低減を実現しました。働きやすい環境
づくりを目指しています。

多くのIT改善が頓挫するのは、トップダウンによるITシステムの導入に
よるもの。と定義し、実務レベルで使いやすい仕組みを目指しました。
使いやすさの定義を以下の5つと設定しました。
①色:色分けして直感的にわかること。 ②数:工数を低減すること。
③距:動作距離を短くすること。  ④共:誰でもわかるようにすること。
⑤教:マニュアルを整備すること。

アナログとITを使って1秒を削りだせ!!
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